
20
22  N

o.781  Town  M
agazine  Saroma Novem

be
r

ごみは
適正な処理を！！
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◆燃やすごみ　町指定の「燃やすごみ」（赤色）の袋
　・生ごみは、水分をよく切ってから
　・小枝、落ち葉、草花、木片は、袋に入る大きさに
　・布、革、ゴム製品でボタンなど金属製のもので取り除けるものは、で
　　きる限り取り除いて　※取り除いた金属は「燃やさないごみ」

◆燃やさないごみ　町指定の「燃やさないごみ」（青色）の袋
　・せともの、陶磁器、ガラス、金属物の破片や刃物は収集の際に危険な
　　ため紙に包み、「危険」「割れもの」と記入
　・ガス缶やスプレー缶は、必ず中身を使い切ってから
　　※穴あけは不要

◆リサイクル資源　透明または半透明の袋
　・空き缶、ペットボトル、その他プラスチックなど区分ごとに
　　※乳白色のびんは「燃やさないごみ」
　・水ですすぎ乾かしてから
　　※汚れの落ちないものは、「燃やすごみ」
　・ペットボトルや空きびんはキャップとラベルをできる限りはずす
　・金属製のキャップや王冠は「燃やさないごみ」、プラスチック製のも
　　のは「その他プラスチック」
　・発泡スチロールで出せるものはシールやテープははがした白い無地の
　　発泡スチロールだけ
　　※色付きや印字されているものは「その他プラスチック」

◆その他のごみ
　・粗大ごみは、年３回（４月・８月・１月）の収集月に、「粗大ごみシール」
　　を貼って、ごみステーションへ
　・大きいものや、引っ越し・片付けなどで出た多量の「燃やさないごみ」は、
　　「ごみ処理券」を購入して、「佐呂間町一般廃棄物最終処分場」へ直接搬入
　※粗大ごみシール・ごみ処理券は、町指定ごみ袋取扱店で販売　　

◎ごみは決められたゴミステーションに収集日当日の８時までに出してく
　ださい。
◎ゴミステーションは町内会で管理しています。他の地域のゴミステーショ
　ンには出せません。

「正しい分別・出し方」で「決まった曜日」
に「決められたゴミステーション」へごみ出し 小型家電 電池・電球・インク等は必ず抜いて

箱・袋等から出して回収ボックスへ

　ご家庭で使用し不要となった小型家電や電子機器は無料で回収していま
す。資源の再利用と廃棄物の減量化を図るため、町内施設に回収ボックス
を設置してありますので、ご利用ください。

◆回収場所　　役場庁舎・若佐支所・浜佐呂間出張所（開庁時間に限ります）
◆回収品目
　おおむね３０ｃｍまでの大きさの小型家電・電子機器
　（３０ｃｍ以上のものは、回収ボックスの横に置いてください）
　小型家電に該当するかご不明な場合はお問い合わせください。
◆注意事項
　・ご家庭から排出されたものに限ります。
　・回収ボックスに投入したものは返却できません。
　・家電リサイクル法対象品（テレビ、冷蔵庫、冷凍庫、洗濯機、衣類
　　乾燥機、エアコン）のほか、ビデオテープやＤＶＤなどの記録媒体、
　　ゲームソフトは回収できません。
　・フロン類が含まれる除湿器や空気清浄機などの製品は処分できないた
　　め、機器の側面または背面に貼付してある銘板に「冷媒」と書かれてい
　　るすべての製品は回収できません。
　・箱、説明書、ケースなどは一般ごみです。それぞれ分別ルールに従っ
　　て廃棄してください。
　・蛍光灯や電球、乾電池は取り外して、役場・支所出張所に設置の専用
　　回収ボックスへ投入してください。
　・電子機器内の個人情報は可能な限り消去してください。
　・プリンターのインクカートリッジは「燃やさないごみ」です。取り外し
　　て廃棄するか、インク用回収ボックスへ投入してください。
◆その他
　・パソコンについては、町と協定を締結しているリネットジャパンリサ
　　イクル（株）が、宅配便による無料回収を行っています。詳しくは下記
　　ホームページをご確認ください。
　　リネットジャパンリサイクル（株）　　　　https://www.renet.jp
　・「ＰＣリサイクルマーク」のついたパソコンは、メーカーが回収します。
　　詳しくは下記ホームページをご確認いただくか、電話でお問い合わせ
　　ください。
　　一般社団法人パソコン３Ｒ推進協会　　https://www.pc3r.jp　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎０３・５２８２・７６８５

　町民の皆さんのご協力のもと、ごみの分別収集を行っておりますが、間違えた分別で出されたごみが増加しています。正しく分別されていないご
みは収集することができません。正しいごみの分別・減量化にご協力をお願いいたします。ご不明な点はお気軽にお問い合わせください。

問町民課生活環境係
☎２・１２１３
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◆燃やすごみ　町指定の「燃やすごみ」（赤色）の袋
　・生ごみは、水分をよく切ってから
　・小枝、落ち葉、草花、木片は、袋に入る大きさに
　・布、革、ゴム製品でボタンなど金属製のもので取り除けるものは、で
　　きる限り取り除いて　※取り除いた金属は「燃やさないごみ」

◆燃やさないごみ　町指定の「燃やさないごみ」（青色）の袋
　・せともの、陶磁器、ガラス、金属物の破片や刃物は収集の際に危険な
　　ため紙に包み、「危険」「割れもの」と記入
　・ガス缶やスプレー缶は、必ず中身を使い切ってから
　　※穴あけは不要

◆リサイクル資源　透明または半透明の袋
　・空き缶、ペットボトル、その他プラスチックなど区分ごとに
　　※乳白色のびんは「燃やさないごみ」
　・水ですすぎ乾かしてから
　　※汚れの落ちないものは、「燃やすごみ」
　・ペットボトルや空きびんはキャップとラベルをできる限りはずす
　・金属製のキャップや王冠は「燃やさないごみ」、プラスチック製のも
　　のは「その他プラスチック」
　・発泡スチロールで出せるものはシールやテープははがした白い無地の
　　発泡スチロールだけ
　　※色付きや印字されているものは「その他プラスチック」

◆その他のごみ
　・粗大ごみは、年３回（４月・８月・１月）の収集月に、「粗大ごみシール」
　　を貼って、ごみステーションへ
　・大きいものや、引っ越し・片付けなどで出た多量の「燃やさないごみ」は、
　　「ごみ処理券」を購入して、「佐呂間町一般廃棄物最終処分場」へ直接搬入
　※粗大ごみシール・ごみ処理券は、町指定ごみ袋取扱店で販売　　

◎ごみは決められたゴミステーションに収集日当日の８時までに出してく
　ださい。
◎ゴミステーションは町内会で管理しています。他の地域のゴミステーショ
　ンには出せません。

「正しい分別・出し方」で「決まった曜日」
に「決められたゴミステーション」へごみ出し

　町民の皆さんのご協力のもと、ごみの分別収集を行っておりますが、間違えた分別で出されたごみが増加しています。正しく分別されていないご
みは収集することができません。正しいごみの分別・減量化にご協力をお願いいたします。ご不明な点はお気軽にお問い合わせください。

問町民課生活環境係
☎２・１２１３

注意
　　

町で回収している小型家電はご家庭から出たものに限ります。事業
　活動で使用していたものについては事業者の責任で処分してください。
　　電池やインク等が入ったままのものが多く見受けられます。必ず外
　してから出して下さい。ルールが守られていないと、無料での回収が
　できなくなりますので必ず確認をお願いします。

　　事業活動に伴って排出される産業廃棄物はゴミステーションに出す
　ことや町の最終処分場へ搬入することはできません。産業廃棄物処理
　許可業者に処理を依頼してください。
　　事業系一般廃棄物についてもゴミステーションに出すことはできま
　せん。「燃やさないごみ」は町最終処分場へ、「燃やすごみ」はえんがる
　クリーンセンターへ直接搬入するか、町が許可する一般廃棄物収集運
　搬業者に依頼し、適切に処理してください。

　　一般廃棄物最終処分場へ直接ごみを搬入する際は、町指定ごみ袋を
　販売している取扱店で車両に応じた料金の「ごみ処理券」を購入し管理
　人に渡してください。
　　また、庭木や木材、大きいビニール等は埋め立てがしやすいよう、
　小さく切ってから搬入するようにしてください。
　　一般廃棄物最終処分場では埋め立てを減量するため、可燃性粗大ご
　み（木製家具類など）、金属類は選別をしています。管理人の指示する
　場所に降ろすようにしてください。　

　　リサイクル資源や小型家電をストックヤードに直接搬入する際は、
　正しい分別と種類ごとの置き場所を必ず守るようにしてください。分
　別されていないものや１か所に種類の違うものを置いていく行為は不
　法投棄とみなします。
　　　　　　

◆小型家電の回収について

◆事業系廃棄物について

◆一般廃棄物最終処分場（知来）への直接搬入について

◆ストックヤードへの直接搬入について

正しい分別にご協力をお願いします！！
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大きな乗り物について学ぶ
　９月２６日、佐呂間トラック株式会社（代表取締役　
関東正浩）様のご協力による佐呂間小学校１・２年生を
対象にした授業「大きな乗り物について学ぼう」が行わ
れました。重たいものを軽々持ち上げる様子を見たり、
実際の車両の運転席に座らせてもらったりと児童にとっ
てとても貴重な経験となりました。
　ご協力いただきました佐呂間トラック株式会社様大変
ありがとうございました。

すごいニンジン講演会を開催
　１０月１日、佐呂間町食生活改善事業ならびに北海道
栄養士会オホーツク支部秋季研修会として留辺蘂町のニ
ンジン生産者原谷清作さんによる講演会「すごいニンジ
ン～原谷農園の抗酸化人参～」が行われました。
　長持ちする人参をつくるため、肥料や微生物などを工
夫し研究したところから生まれた原谷農園の抗酸化ニン
ジンのすごさをお話いただき、食が体に与える影響につ
いて考える時間となりました。

第１回新庁舎建設検討審議会が開催
　１０月３日、老朽化した役場庁舎の建て替えを検討す
る１回目の新庁舎建設検討審議会が開催さました。
　審議会委員１４名に武田町長から任命書が手渡され、
審議会会長には森林組合志賀克浩専務理事、副会長には
商工会井上泰一副会長が選任されました。
　１回目の審議会では、庁舎の建て替えに向け、新庁舎
の規模や機能を盛り込んだ基本構想を今年度末までにま
とめる方針が決まりました。　
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　経済課水産係に配属されました草野雅之と申します。
　佐呂間町では中学校卒業までの１５年間を過ごしました。また佐呂間
町に戻り、働けることをとても嬉しく思います。これから四季折々のサ
ロマ湖の景色を楽しみ、ホタテやかぼちゃをはじめとした佐呂間町の特
産品をおなか一杯食べられると思うと凄くワクワクしています。
　お見かけになった時は気軽に声をかけていただければと思います。こ
れからよろしくお願いいたします。

草
く さ の

野　雅
まさゆき

之（29）
【経済課　水産係】

出身地：佐呂間町　
　趣味：キャンプ、旅行　
　　特技：焚火の火起こし

佐呂間町役場 ＮＥＷ　ＦＡＣＥ １０月１日付で新たに採用した職員を紹介します。

　

10
月
１
日
付
で
教
育
長
を
拝
命
し
ま
し
た
谷
川
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
文
部
科
学
省
を
は
じ
め
様
々
な
機
関
を
経
験
し
て
参

り
ま
し
た
が
、
こ
の
度
、
私
を
産
み
、
育
て
、
導
い
て
く
れ
た
母

の
故
郷
で
あ
る
佐
呂
間
町
と
の
ご
縁
が
巡
っ
て
参
り
ま
し
た
こ
と

を
、
大
変
感
慨
深
く
受
け
止
め
て
お
り
ま
す
。

　

便
利
で
豊
か
な
時
代
に
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
求
め
ら
れ
る
内

容
は
、
急
速
に
か
つ
大
き
く
変
容
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

時
代
に
生
き
る
子
供
た
ち
が
、
創
造
性
豊
か
に
そ
れ
ぞ
れ
の
可
能

性
を
最
大
限
に
伸
ば
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
町
民
の
皆
様
の
人
生

が
、
豊
か
で
幸
せ
な
も
の
と
な
る
よ
う
に
、
様
々
な
皆
様
か
ら
の

ご
教
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
こ
の
重
責
に
全
力
を
傾
注
し
て
参
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。

　
「
和
顔
愛
語
」を
心
が
け
、
９
年
前
に
出
場
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自

慢
（
鐘
は
２
つ
）の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る
「
明
る
く
楽
し
く
元
気
良

く
！
」
頑
張
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

９
月
30
日
、
任
期
満
了
に
伴
い
仲
川
倫
則
教
育
長
が
退
任
さ
れ

ま
し
た
。

　

仲
川
教
育
長
は
、
平
成
28
年
10
月
か
ら
２
期
６
年
間
に
わ
た
っ

て
教
育
長
を
務
め
、
任
期
中
は
、
町
の
学
校
教
育
を
は
じ
め
、
生

涯
学
習
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

【
退
任
の
あ
い
さ
つ
】

　

平
成
28
年
10
月
に
、
教
育
委
員
長
制
度
廃
止
に
伴
う
新
し
い
制

度
の
中
、教
育
長
を
拝
命
し
、２
期
６
年
間
に
わ
た
り
多
く
の
方
々

に
支
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
心
よ
り
感
謝
と
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

在
任
中
、
学
校
教
育
関
係
で
は
、
学
力
と
体
力
の
向
上
、
い
じ

め
の
問
題
や
不
登
校
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
推
進
、
コ
ミ
ニ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ク
ー
ル
な
ど
学
校
を
取
り
巻
く
諸
問
題
や
佐
呂
間
高
校
に
関
す
る

支
援
体
制
の
充
実
に
も
緊
張
感
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
。
社
会
教
育
関
係
で
は
、
第
８
次
佐
呂
間
町
社
会
教
育
中
期

計
画
の
策
定
な
ど
、
私
に
と
っ
て
貴
重
な
経
験
と
充
実
し
た
６
年

間
で
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
先
一
日
も
早
く
、
子
ど
も
た
ち
が
マ
ス
ク
の
な
い
笑
顔
あ

ふ
れ
る
日
常
生
活
に
戻
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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振
替
も
ご
利
用
で
き
ま
す
。

　

納
税
通
知
書
を
紛
失
さ
れ
た
場
合
や
納

税
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は
左
記
ま
で
ご
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局
北
見
道
税
事

務
所

【
課
税
に
つ
い
て
】課
税
課
事
業
税
間
税
係

☎
０
１
５
７
・
２
５
・
８
６
８
１

【
納
税
に
つ
い
て
】納
税
課
納
税
第
一
係

☎
０
１
５
７
・
２
５
・
８
６
８
６

　

http://w
w

w
.pref.hokkaido.lg.jp/

sm
/zim

/

（
道
税
に
つ
い
て
）

　

http://w
w

w
.okhotsk.pref.hokkaido.

lg.jp/ts/zim
/

（
オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局

税
務
課
）

　

国
税
庁
で
は
、
国
民
の
皆
様
に
租
税
の

意
義
や
役
割
、
税
務
行
政
に
対
す
る
知
識

と
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
租
税

に
関
す
る
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
毎
年
11
月
11
日
か
ら
17
日
を「
税
を

考
え
る
週
間
」と
し
て
、
集
中
的
に
様
々

な
広
報
広
聴
施
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◆
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
広
報

｢

税
を
考
え
る
週
間｣

の
実
施
に
合
わ
せ
、

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に「
こ
れ
か
ら

の
社
会
に
向
か
っ
て
」を
テ
ー
マ
と
し
た

特
設
ペ
ー
ジ
を
設
け
、
国
税
庁
の
各
種
取

組
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

個
人
事
業
税
は
、
道
内
に
事
務
所（
事

業
所
）の
あ
る
個
人
が
、
地
方
税
法
等
で

定
め
ら
れ
た
事
業
を
営
む
場
合
に
、
そ
の

事
業
の
所
得
を
基
礎
と
し
て
課
税
さ
れ
る

税
金
で
す
。

　

事
業
の
所
得
か
ら
各
種
控
除
額
を
差
し

引
い
た
金
額
に
次
の
税
率
を
乗
じ
て
算
出

し
ま
す
。  

◆
第
一
種
事
業
：
税
率
５
％

　

物
品
販
売
業
、
不
動
産
貸
付
業
、
飲
食

　

店
業
な
ど

◆
第
二
種
事
業
：
税
率
４
％

　

畜
産
業
、
水
産
業
な
ど

◆
第
三
種
事
業
：
税
率
５
％

　

医
業
、
理
・
美
容
業
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

　

業
な
ど

※
第
三
種
事
業
の
内
、
あ
ん
摩
・
は
り
・

　

き
ゅ
う
業
な
ど
は
税
率
３
％

　

納
税
通
知
書
は
、
８
月
に
第
１
期
分
と

第
２
期
分
を
合
わ
せ
て
送
付
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
第
２
期
の
納
期
限
の
11
月
30
日

（
水
）ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
ま
た
は
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
で
も
納
税
で
き
ま

す
が
、
１
枚
の
納
付
書
に
記
載
さ
れ
て
い

る
金
額
が
30
万
円
以
上
の
場
合
ま
た
は

バ
ー
コ
ー
ド
が
あ
っ
て
も
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
で
読
み
取
り
が
で
き
な
い
も
の

は
納
税
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
手
続
が
簡
単
で
便
利
な
口
座

　

町
税
・
保
険
料
の
納
期
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

◆
固
定
資
産
税（
４
期
）

問
企
画
財
政
課
資
産
税
係
・
徴
収
対
策
室

☎
２
・
１
２
１
４

◆
国
民
健
康
保
険
税（
５
期
）

問
企
画
財
政
課
町
民
税
係
・
徴
収
対
策
室

☎
２
・
１
２
１
４

◆
介
護
保
険
料（
５
期
）

問
保
健
福
祉
課
介
護
保
険
係

☎
２
・
１
２
１
２

◆
後
期
高
齢
者
保
険
料（
５
期
）

問
町
民
課
医
療
保
険
係

☎
２
・
１
２
１
３

◆
納　
　

期
：
11
月
30
日

◆
口
座
振
替
：
11
月
25
日

※
諸
事
情
に
よ
り
「
納
期
限
ま
で
に
納
め

　

ら
れ
な
い
」「
一
度
に
納
め
ら
れ
な
い
」

　

な
ど
の
納
税
の
相
談
や
、
不
明
な
点
が

　

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

町
税
・
保
険
料

納
期
の
お
知
ら
せ

◦詳しい内容は直接お問い合わせください。
◦記事中の記号は次のとおりです。
　問：お問い合わせ先　☎：電話　℻：ファックス　　：申込先
　　ホームページ　E：メールアドレス　　：フェイスブック

○人口：4,818人（-10人）
　【内外国人：183人】
○男♂：2,266人（-3人）
　【内外国人：27人】
○女♀：2,552人（ -7人）
　【内外国人：156人】
○世帯：2,416戸（ -2戸）
     【内外国人：172戸】
※（　）内数字は前月比

人
の
う
ご
き　

９
月
末

個
人
事
業
税
納
期
の
お
知
ら
せ

11
月
11
日（
金
）～
17
日（
木
）は

「
税
を
考
え
る
週
間
」
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ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ
に
よ
り
口
座
振
替
が
で
き

る
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

バ
ン
キ
ン
グ
な
ど
を
利
用
し
た
電
子
納
税

の
ほ
か
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
や
振

替
納
税
に
よ
り
、
金
融
機
関
な
ど
に
赴
く

こ
と
な
く
、納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

更
に
、
令
和
４
年
12
月
か
ら
ス
マ
ホ
の
決

済
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
国
税
の
納
付
が

で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ「
国
税
の
納
付
手
続（
納
期
限
・
振

替
日
・
納
付
方
法
）」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
納
税
証
明
書
は
、
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン

　

で
請
求
か
ら
受
取
ま
で
で
き
ま
す

　

税
務
署
に
来
署
せ
ず
に
、
ス
マ
ホ
や
自

宅
・
オ
フ
ィ
ス
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
納
税
証

明
書
の
請
求
か
ら
受
取
ま
で
の
手
続
が
で

き
ま
す
。
な
お
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
形
式

の
電
子
納
税
証
明
書
は
、
何
度
で
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
る
上
、
自
宅

等
の
プ
リ
ン
タ
ー
か
ら
印
刷
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
納

税
証
明
書
お
よ
び
交
付
請
求
手
続
」を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▼
税
の
疑
問
は
、
Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト

　
（
ふ
た
ば
）に
相
談
で
き
ま
す

　

税
に
関
す
る
疑
問
に
つ
い
て
、
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
税
務
相
談
チ
ャ
ッ
ト

ボ
ッ
ト
の
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
選
択
す
る
か
フ

リ
ー
ワ
ー
ド
を
入
力
す
る
と
、
Ａ
Ｉ（
人

工
知
能
）が
自
動
で
回
答
し
ま
す
。
詳
し

く
は
、国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
チ
ャ
ッ
ト

ボ
ッ
ト（
ふ
た
ば
）に
質
問
す
る
」を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

・
こ
れ
ま
で
の「
税
を
考
え
る
週
間
」の
歴

　

史
を
紹
介
し
ま
す
。

・
国
税
庁
の
１
年
間
の
活
動
や
そ
の
年
の

　

ト
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
、
統
計
資
料
な
ど

　

を
交
え
な
が
ら
説
明
し
ま
す
。

・
国
税
に
関
す
る
制
度
や
手
続
の
解
説
番

　

組
の
ほ
か
、
調
査
や
徴
収
な
ど
の
国
税

　

庁
の
業
務
を
動
画
番
組
で
紹
介
し
ま
す
。

・
国
税
庁
が
新
し
く
取
り
組
ん
で
い
る
事

　

項
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
た
広
報

　

｢

税
を
考
え
る
週
間｣

の
実
施
に
合
わ

せ
て
、YouTube

の「
国
税
庁
動
画
チ
ャ

ン
ネ
ル
」や
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
番
組
「W

eb-TAX-TV

」

の
新
着
情
報
な
ど
の
各
種
情
報
を
ツ
イ
ッ

タ
ー
で
発
信
し
ま
す
。

◆
講
演
会
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

　

講
演
会
や
、
関
係
民
間
団
体
等
と
連
携

し
て
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

▼
確
定
申
告
書
は
、
自
宅
か
ら
ス
マ
ホ
や

　

パ
ソ
コ
ン
で
作
成
・
提
出
が
で
き
ま
す

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告

書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、
ス
マ
ホ
や

パ
ソ
コ
ン
で
申
告
書
の
作
成
・
提
出
が
で

き
ま
す
。
さ
ら
に
に
ス
マ
ホ
で
の
申
告
で

あ
れ
ば
、
カ
メ
ラ
機
能
を
利
用
し
た
給
与

所
得
の
源
泉
徴
収
票
の
読
取
り
が
で
き
る

な
ど
、
申
告
書
作
成
・
提
出
の
利
便
性
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

▼
国
税
の
納
付
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
で

　

で
き
ま
す

　　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在

の「
土
地
」「
家
屋
」「
償
却
資
産
」の
所
有
者

に
対
し
て
課
税
さ
れ
る
税
金
で
す
。

　

家
屋（
住
宅
・
倉
庫
・
畜
舎
等
の
建
物
）

に
異
動（
売
買
・
贈
与
・
相
続
・
取
り
壊

し
等
）が
あ
っ
て
も
届
出
が
な
け
れ
ば
、

固
定
資
産
課
税
台
帳
を
更
新
す
る
こ
と
が

で
き
ず
、
そ
の
ま
ま
元
の
所
有
者
に
課
税

さ
れ
た
り
、
課
税
が
漏
れ
た
り
と
誤
課
税

の
原
因
と
な
り
ま
す
。

　

家
屋
に
異
動
が
あ
っ
た
時
に
は
、
お
早

め
に
届
出
を
し
て
下
さ
い
。

　

な
お
、
住
宅
が
建
っ
て
い
る
土
地
（
宅

地
）は
、
固
定
資
産
税
の
減
税
措
置
が
適

用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
住
宅
を
取
り
壊
す

と
減
税
措
置
が
な
く
な
る
た
め
、
税
額
が

上
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
企
画
財
政
課
資
産
税
係

☎
２
・
１
２
１
４

　

書
面
に
よ
り
提
出
し
た
所
得
税
確
定

（
修
正
）申
告
書
、
青
色
決
算
書
お
よ
び
収

支
内
訳
書
の
う
ち
、
直
近
３
年
分（
令
和

２
年
分
以
降
）に
つ
い
て
、
ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ

に
ロ
グ
イ
ン
し
、
閲
覧
申
請
デ
ー
タ
を
作

成
・
送
信
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
Ｐ
Ｄ

Ｆ
フ
ァ
イ
ル
を
配
信
し
ま
す
。

　

Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
、
１
８
０
日
間
、

閲
覧
・
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
可
能
で
す
の
で
、

利
用
目
的
に
応
じ
て
活
用
く
だ
さ
い
。

　

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
申
請

か
ら
取
得
ま
で
、
全
て
の
手
続
が
で
き
ま

す
の
で
、
税
務
署
に
お
越
し
い
た
だ
く
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
閲
覧
申
請
デ
ー
タ
の
送
信
お
よ
び
ｅ
ー

Ｔ
ａ
ｘ
メ
ッ
セ
ー
ジ
ボ
ッ
ク
ス
の
確
認
に

は
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
必
要
で
す
。

※
代
理
人
や
相
続
人
の
方
は
ご
利
用
で
き

ま
せ
ん
。

※　

申
請
か
ら
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
の
取
得

ま
で
は
数
日
か
か
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

家
屋
に
異
動
が
あ
っ
た
と
き
は

届
出
を
忘
れ
ず
に

会員数（９月末時点）

３，３０６名

入会や詳しい内容
についてはＱＲか
らＨＰにアクセス

書
面
で
提
出
の
確
定
申
告
書
等
が

Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
で
取
得
で
き
ま
す
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◆
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
と
は

　

売
手
で
あ
る
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
は
、

買
手
で
あ
る
取
引
相
手（
課
税
事
業
者
）か

ら
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
イ
ン
ボ
イ
ス
を

交
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん（
ま
た
、
交

付
し
た
イ
ン
ボ
イ
ス
の
写
し
を
保
存
し
て

お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。）。

　

買
手
は
仕
入
税
額
控
除
の
適
用
を
受
け

る
た
め
に
、
原
則
と
し
て
、
取
引
相
手（
売

手
）で
あ
る
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
か

ら
交
付
を
受
け
た
イ
ン
ボ
イ
ス
の
保
存
等

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◆
登
録
申
請
は
お
早
め
に
！

　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
開
始
前
に
、「
取
引

先
へ
の
登
録
番
号
の
通
知
」や「
請
求
書
の

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
見
直
し
」な
ど
の
準
備

が
必
要
と
な
る
た
め
、
登
録
を
予
定
さ
れ

て
い
る
方
は
、
早
期
の
登
録
申
請
を
お
勧

め
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
登
録
申
請
に
当

た
っ
て
は
、
書
面
で
申
請
さ
れ
た
場
合
に

比
べ
て
早
期
に
登
録
通
知
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ
で
申
請
さ
れ
た
場

合
、
電
子
デ
ー
タ
で
登
録
通
知
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
、
通
知
書
の
紛
失
の
リ
ス

ク
も
あ
り
ま
せ
ん
。

※
個
人
事
業
者
の
方
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

か
ら
で
も
ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ
で
申
請
で
き
ま
す
。

ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ
の
ご
利
用
に
は
事
前
に
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
が
必
要
で
す
。

　

児
童
虐
待
と
は
、
保
護
者
が
子
ど
も
に

対
し
て
身
体
的
な
危
害
を
加
え
た
り
適
切

な
保
護
や
養
育
を
行
わ
な
い
こ
と
、
言
葉

に
よ
る
脅
か
し
や
拒
否
的
な
態
度
を
と
っ

た
り
、
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
し
た
り
さ
せ

た
り
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
、
子
ど
も

の
心
身
を
傷
つ
け
、
健
や
か
な
成
長
・
発

達
を
損
な
う
行
為
を
い
い
ま
す
。

　

た
と
え
保
護
者
が
し
つ
け
と
思
っ
て
い

て
も
、
体
罰
や
暴
言
は
子
ど
も
の
成
長
・

発
達
に
悪
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
科
学
的

に
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
行
っ

て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

子
ど
も
へ
の
虐
待
に
つ
い
て
は
、
虐
待

を
し
て
し
ま
う
保
護
者
の
側
に
も
、
子
育

て
の
不
安
や
い
ろ
い
ろ
な
事
情
が
あ
り
、

家
庭
全
体
が
多
面
的
な
悩
み
を
抱
え
、
援

助
を
必
要
と
し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

周
囲
か
ら
保
護
者
だ
け
へ
の
一
方
的
な
非

難
は
、
か
え
っ
て
家
庭
を
孤
立
さ
せ
、
問

題
を
悪
化
さ
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
私

た
ち
は
社
会
全
体
で
子
ど
も
を
守
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

子
ど
も
を
助
け
た
い
と
思
う
一
報
が
子

ど
も
の
命
と
家
庭
全
体
を
救
い
ま
す
。

　

虐
待
に
気
づ
い
た
り
、
次
の
よ
う
な
こ

と
を
見
聞
き
し
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

法
務
局
で
は
、
女
性
の
人
権
に
つ
い
て

の
専
用
相
談
電
話「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」を
設
置
し
て
い
ま
す
。
夫
か
ら

の
暴
力（
Ｄ
Ｖ
）や
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
な
ど
女
性
の
人
権
に
関
す
る
お

悩
み
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、11
月
18
日
か
ら
24
日
ま
で
は【
全

国
一
斉「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」強

化
週
間
】で
す
。
期
間
中
、
平
日
の
受
付

時
間
を
延
長
し
、
土
日
も
対
応
し
ま
す
。

◆
強
化
週
間
中
の
受
付
時
間

　

平
日
：
８
時
半
～
19
時

　

土
日
：
10
時
～
17
時

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
専
用
電
話

☎
０
５
７
０
・
０
７
０
・
８
１
０

　　

▼
身
体
的
虐
待

・
不
自
然
な
傷
が
多
い

・
叩
く
音
や
泣
き
声
が
聞
こ
え
る

▼
ネ
グ
レ
ク
ト

・
服
や
体
が
い
つ
も
極
端
に
汚
れ
て
い
る

・
車
内
に
子
ど
も
が
放
置
さ
れ
て
い
る

▼
心
理
的
虐
待

・
子
ど
も
に
対
し
て
暴
言
が
あ
る

・
き
ょ
う
だ
い
間
差
別
が
あ
る

・
夫
婦
間
Ｄ
Ｖ
が
あ
る

▼
性
的
虐
待

・
子
ど
も
に
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
し
た
り

　

さ
せ
た
り
し
て
い
る

　

相
談
や
通
告
し
た
方
が
誰
か
特
定
さ
れ

て
し
ま
う
よ
う
な
情
報
は
決
し
て
漏
ら
し

ま
せ
ん
。

問
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

☎
２
・
１
２
１
２

問
北
見
児
童
相
談
所

☎
０
１
５
７
・
２
４
・
３
４
９
８

問
児
童
相
談
所
虐
待
対
応
ダ
イ
ヤ
ル

☎
１
８
９（
通
話
料
無
料
）

　

虐
待
の
相
談
以
外
に
も
子
ど
も
の
福
祉
に

関
す
る
様
々
な
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
児
童
相
談
所
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０
・
１
８
９
・
７
８
３

　
（
通
話
料
無
料
）

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

令
和
５
年
10
月
に
消
費
税
の
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
が
始
ま
り
ま
す

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

強
化
週
間
の
お
知
ら
せ
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佐
呂
間
町
で
は
、
来
年
度
採
用
の
職
員

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

◆
職
種
：
一
般
事
務
職

◆
募
集
人
数
：
若
干
名

◆
応
募
資
格

①
１
９
８
２
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ（
40

　

歳
未
満
）の
高
校
以
上
を
卒
業
し
た
者

②
普
通
自
動
車
運
転
免
許
証
所
持
者

◆
申
込
方
法

　

持
参
ま
た
は
郵
送
に
よ
り
、「
採
用
申
込

　

書
（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

　

ロ
ー
ド
）」「
履
修
証
明
書（
卒
業
証
書

　

の
写
し
可
）」を
提
出

◆
申
込
期
限
：
令
和
４
年
11
月
18
日（
金
）

◆
試
験
内
容
：
面
接

※
試
験
日
は
、
応
募
者
へ
別
途
通
知

◆
採
用
期
日
：
令
和
５
年
４
月
１
日

　

・
問
総
務
課
総
務
係

☎
０
１
５
８
７
・
２
・
１
２
１
１

町営住宅の空き状況

１０月２１日現在
問建設課建築管理係　☎２・１２１０

団　地　名 居住階 間取り 戸 数 家　賃

西富
１階 ３LDK １戸 15,300円～

２階 ３LDK ４戸 15,100円～

宮前 ２階 ３LDK ２戸 23,200円～

若佐第１ １階 ２LDK １戸 21,300円～

若佐第２
１階 ３LDK １戸 15,700円～

２階 ３LDK ２戸 15,700円～

若里 平屋 ３DK １戸 9,200円～

佐
呂
間
町
職
員（
一
般
職
・
社
会
人
）

の
募
集
に
つ
い
て

デ
ザ
イ
ン
募
集　

北
海
道
妊
婦
・

子
育
て
世
帯
優
先
マ
ー
ク

　

北
海
道
で
は
、
妊
娠
中
の
方
や
子
育
て

世
帯
の
外
出
を
支
援
す
る
た
め
、
優
先

マ
ー
ク
の
デ
ザ
イ
ン
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

北
海
道
の
子
育
て
世
帯
を
応
援
し
た

い
、
そ
ん
な
思
い
が
溢
れ
る
ア
イ
デ
ア
を

ぜ
ひ
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

「
北
海
道
妊
婦
・
子
育
て
世
帯
優
先
マ
ー

ク
」と
は

　

優
先
マ
ー
ク
を
掲
示
す
る
公
共
施
設
や

民
間
商
業
施
設
等
が
、
妊
娠
中
の
方
ま
た

は
子
育
て
世
帯
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
優

先
サ
ー
ビ
ス
を
積
極
的
に
提
供
す
る
こ
と

を
示
す
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
で
す
。

◆
募
集
期
間

　

９
月
16
日（
金
）～
11
月
30
日（
水
）

◆
応
募
資
格

　

プ
ロ
・
ア
マ
等
問
わ
ず
ど
な
た
で
も
応

　

募
い
た
だ
け
ま
す

◆
賞
品

　

北
海
道
・
石
狩
市
・
三
笠
市
よ
り
記
念

　

品
・
特
産
品
を
贈
呈（
採
用
作
品
１
点

　

総
額
約
３
万
円
相
当
）

　

応
募
条
件
等
の
詳
細
は
、
北
海
道
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

https://w
w

w
.pref.hokkaido.lg.jp/

hf/km
s/m

ark-koubo.htm
l

問
株
式
会
社
イ
ン
サ
イ
ト（
事
務
局
）

　

担
当 

奥
田

☎0

０
１
１
・
２
３
３
・
２
２
２
２
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察
知
し
た
場
合
に
は
、
頑
丈
な
建
物
内
に

移
動
し
窓
か
ら
離
れ
る
、
逃
げ
場
が
無
い

と
き
に
は
側
溝
に
身
を
ひ
そ
め
る
な
ど
、

身
の
安
全
確
保
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、「
竜
巻
注
意
情
報
」が
発
表
さ
れ

た
場
合
に
は
、
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
竜
巻
発
生
確
度
ナ
ウ
キ
ャ
ス
ト
」で
、
危

険
度
の
高
ま
っ
て
い
る
地
域
を
こ
ま
め
に

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。「
竜
巻
注
意
情
報
」

と
「
竜
巻
発
生
確
度
ナ
ウ
キ
ャ
ス
ト
」
は

組
み
合
わ
せ
て
利
用
す
る
こ
と
が
効
果
的

で
す
。

問
網
走
地
方
気
象
台

☎
０
１
５
２
・
４
３
・
４
３
４
９

◆
網
走
地
方
気
象
台
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

◆
竜
巻
注
意
情
報

　

平
成
18
年
11
月
７
日
午
後
１
時
23
分
に

佐
呂
間
町
で
発
生
し
た
竜
巻
に
よ
り
死
者

９
名
、
負
傷
者
29
名
、
住
宅
の
全
壊
７
棟
、

半
壊
７
棟
な
ど
大
変
大
き
な
災
害
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

　

竜
巻
は
、
発
達
し
た
積
乱
雲
に
伴
っ
て

発
生
す
る
激
し
い
渦
巻
き
で
、
ろ
う
と
状

や
柱
状
の
雲
を
伴
っ
て
い
ま
す
。
台
風
や

寒
冷
前
線
、
低
気
圧
な
ど
に
伴
っ
て
発
生

し
、
短
時
間
で
狭
い
範
囲（
長
さ
数
㎞
、

幅
数
十
～
数
百
ｍ
）に
集
中
し
て
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。

　

竜
巻
そ
の
も
の
の
予
測
は
難
し
い
で
す

が
、
竜
巻
発
生
の
可
能
性
に
応
じ
て
段
階

的
な
情
報
発
表
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
半
日
か
ら
１
日
前

　
「
気
象
情
報
」の
中
で「
竜
巻
な
ど
激
し

　

い
突
風
の
お
そ
れ
」と
明
記

▼
数
時
間
前

　
「
雷
注
意
報
」で
も「
竜
巻
」も
明
記

▼
今
ま
さ
に
竜
巻
が
発
生
し
や
す
い
気
象

　

情
報
と
な
っ
た
段
階

　
「
竜
巻
注
意
情
報
」を
発
表

　

特
に
、
竜
巻
注
意
情
報
が
発
表
さ
れ
た

ら
、
ま
ず
空
の
様
子
に
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。
発
達
し
た
積
乱
雲
の
近
づ
く
兆
し
を

竜
巻
注
意
情
報

　

身
の
安
全
を
確
保
し
ま
し
ょ
う

　

猫
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
て
い
ま

す
。
飼
い
主
に
は
、
飼
い
猫
の
命
に
対
す

る
責
任
と
周
囲
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う

に
す
る
責
任
が
あ
り
ま
す
。
マ
ナ
ー
を
守

り
、
周
り
の
方
に
迷
惑
を
か
け
な
い
飼
育

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

猫
は
屋
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う

　

猫
を
放
し
飼
い
す
る
こ
と
で
、
病
気
の

感
染
や
不
慮
の
事
故
に
よ
る
命
の
危
険
が

あ
り
、
さ
ら
に
、
ふ
ん
尿
に
よ
り
他
人
の

畑
や
庭
を
荒
ら
す
な
ど
、
近
所
へ
迷
惑
を

書
け
な
い
よ
う
室
内
で
飼
う
よ
う
に
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
外
に
出
た
場
合
に
備
え
、
マ
イ

ク
ロ
チ
ッ
プ
の
装
着
か
、
首
輪
に
連
絡
先

が
わ
か
る
も
の
を
つ
け
て
お
く
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

不
妊
・
去
勢
手
術
を
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う

　

猫
は
繁
殖
力
が
強
く
、
一
度
に
多
く
の

子
を
出
産
し
ま
す
。
繁
殖
を
望
ま
な
い
場

合
は
、
手
術
を
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

野
良
猫
に
餌
は
与
え
な
い
で
く
だ
さ
い

　

野
良
猫
に
餌
を
与
え
る
と
、
周
辺
に
居

続
け
、
出
産
に
よ
り
野
良
猫
を
増
や
し
、

鳴
き
声
や
ふ
ん
尿
に
よ
り
近
所
に
迷
惑
を

か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
絶
対
に
餌
を

与
え
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◆
猫
の
駆
除
・
引
き
取
り
に
つ
い
て

　

猫
は
動
物
愛
護
法
で「
愛
護
動
物
」と
さ

れ
て
お
り
、
ま
た
、
飼
い
猫
と
野
良
猫
の

猫
の
飼
育
に
関
す
る
お
願
い

区
別
が
難
し
い
た
め
、
法
に
抵
触
す
る
恐

れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、町
で
は
猫
の
捕
獲
・

駆
除
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
動
物
愛
護

法
改
正
に
よ
り
、
所
有
者
が
不
明
な
猫
を

引
き
取
る
こ
と
も
原
則
と
し
て
お
断
り
し

て
い
ま
す
。

問
町
民
課
生
活
環
境
係

☎
０
１
５
８
７
・
２
・
１
２
１
３

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

第
２
弾
の
期
限
延
長

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
付
与
対
象
と
な
る

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
期
限

が
12
月
末
ま
で
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
作
成
し
ま
し
ょ
う
。

問
町
民
課
戸
籍
年
金
係

☎
０
１
５
８
７
・
２
・
１
２
１
３
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納めた国民年金保険料は
全額が社会保険料控除の対象です！

　国民年金保険料は所得税法および地方税法
上、社会保険料控除としてその年の課税所得か
ら控除されますが、控除の対象となるのは、令
和４年中（令和４年１月１日から令和４年１２
月３１日）に納められた保険料の全額です。（令
和４年中に納められたものであれば、過去の年
度分の保険料や追納された保険料も控除の対象
となります。）
　令和４年中に納付した国民年金保険料につい
て、社会保険料控除を受けるためには、年末調
整や確定申告の際に、保険料を支払ったことを
証明する書類の添付が必要となります。
　このため、日本年金機構から、次のスケジュー
ルで「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」
を対象者宛てに発送されますので、お手元に届
きましたら、大事に保管し、年末調整や確定申
告の際に使用してください。

　なお、ご家族（配偶者やお子様等）の負担すべ
き国民年金保険料を支払っている場合は、ご自
身の国民年金保険料に加え、その保険料につい
ても控除が受けられます。

　国民年金制度は、税法上とても有利なだけで
はなく、老後はもちろん不慮の事故など万一の
ときにも心強い味方となる制度です。保険料は
納め忘れのないようきちんと納めましょう！
問北見年金事務所　☎０１５７・３３・６００７
　（自動応答で１→ 2 を選択）
問町民課戸籍年金係　☎２・１２１３

発送時期 対象者
１０月下旬～

１１月上旬
令和４年１月１日～９月３０日
までの間に納付された方

来年２月上旬 令和４年１０月１日～１２月
３１日までの間に納付された方

国民年金便り

町では原油価格高騰により光熱水費や食費等様々な
支出が増加する中、その影響が特に大きいと考えら
れる非課税世帯への生活費負担軽減を図る目的とし
て、生活支援事業給付金の支給を実施します。

高齢者世帯等生活支援事業給付金

１世帯あたり１２，０００円

対象世帯
令和４年度分の町民税非課税世帯で、基準日（令
和４年６月１日）現在に佐呂間町の区域内に住
所を有し、次の①～④のいずれかに該当する世
帯
①生活保護費受給世帯
②６５歳以上の方が属する世帯
③ひとり親世帯であって、１８歳未満の児童　
を扶養または監護している世帯（２０歳未　満
の学生を含む）
④身体障害者手帳・精神障害者保健福祉手帳・
　療育手帳を所持している方が属する世帯
※施設に入所中や長期入院中、居住実態が町外
の世帯、転出や死亡により世帯がなくなった場
合は対象外

申請書・振込口座の通帳（記載事項を確認する
ため必ずご持参ください）をお持ちのうえ
・保健福祉課社会福祉係
・若佐支所
・浜佐呂間出張所
のいずれかまでお越しください。
申請期日：令和５年３月３１日（金）

申請方法

※申請可能な世帯には既に通知していますが、「該当
するかもしれないが案内が来ていない・・」などあ
りましたら、お気軽にお問い合わせください。なお、
各種資料に基づき申請のご案内をしていますが、現
在の生活状況等によっては対象にならない場合もあ
りますのでご了承願います。

問保健福祉課社会福祉係　☎２・１２１２
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　特定健診・健康診査は、生活習慣病を効果的に予防し、悪化による重症な病気の発症を防ぐため
の健診です。年に１回受診し、ご自身の生活習慣を振り返るきっかけとしましょう。
　また、胃・肺・大腸がん検診も同時に実施しています。今や２人に１人ががんにかかると言われ
ています。がんは早期発見・早期治療により半数以上が完治するようになりました。早期発見のた
めには年に 1 回、定期的にがん検診を受けることが大切です。

★特定健診・大腸がん検診無料クーポン券をご活用ください !!
　特定健診および大腸がん検診の無料クーポン券をそれぞれ対象となる方に送付します。無料
クーポン券が届いた方はぜひクーポン券を活用して受診しましょう。

◆対象者
　・特定健診：４０～７４歳の国保加入者
　・健康診査：７５歳以上および３９歳以下の方
　・胃・肺・大腸がん検診：原則３５歳以上の方
◆日程・会場

※新型コロナウイルス感染症の状況により、日程が変更になる可能性があります。
　変更がある場合は広報や防災無線等でお知らせします。
◆申込期限：１１月３０日（水）
◆申込方法：電話・回覧・町ホームページから申し込みできます。
◆町ホームページから申し込むには…

日　　程 受付時間 会　　場
２月３日（金）

６：００～９：３０

浜佐呂間活性化センター

　　４日（土）
町民センター

　　５日（日）

①右記ＱＲコードを読み取
り応募フォームへアクセス

佐呂間町ホームページ 検　索

②ホームページアクセス後『くらしのガイド』
→健康欄の『各種検診』へ

　・問保健福祉課保健推進係　☎２・１２１２

　特定健診・健康診査
胃・肺・大腸がん検診
　特定健診・健康診査
胃・肺・大腸がん検診 のお知らせ

定期通院中の方も対象です。
治療中の病気以外の健康チェックのため
にも健診を受けましょう。

（
９
月
21
日
～
10
月
６
日
受
付
分
）

◆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

▼
香
典
返
し
を
廃
し
て

武　

士　
　

横
畠　
　

惠
美
子　

さ
ん

仁　

倉　
　

脇
本　
　

芳
江　
　

さ
ん

川　

西　
　

平
戸　
　

義
信　
　

さ
ん

仁　

倉　
　

大
塚　
　

秀
章　
　

さ
ん

永
代
町　
　

筒
井　
　

立
子　
　

さ
ん

幌　

岩　
　

藤
宮　
　

正
春　
　

さ
ん

若　

佐　
　

長
岡　
　

敏
雄　
　

さ
ん

大　

成　
　

五
十
嵐　

髙
子　
　

さ
ん

　
▼
福
祉
事
業
に
対
し
て

佐
呂
間
神
社
祭
典
委
員
会　
　
　

さ
ん
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がんばる佐高生のために！

佐呂間町の
進学等サポート事業を紹介します！

　佐呂間町では、佐呂間高等学校の存続対策事業として、がんばる佐呂間高等学校生徒の皆さ
まに対し、修学等に関する経費の一部を助成しています。

佐呂間高等学校を卒業し、就職や就職のため
の学校へ進学する方へ、その準備のための資
金として一人につき１０万円を支給します。

「佐呂間高等学校卒業生就職
等応援給付金」制度

支援
３

入学生を対象に学校で使用する学習用タブ
レット購入費用を４５，０００円を限度に補
助いたします。

「学習用タブレット端末購入
費補助」制度

支援
５

佐呂間高等学校を卒業し、翌年度または翌々
年度に大学や短大・専門学校へ進学する場合、
大学は年額５０万円、短大・専門学校は年額
２５万円の修学に関する資金を助成します。

「佐呂間高等学校卒業生修学
応援補助金」制度

支援
１

佐呂間高等学校入学者に対して、入学時に学
校生活に必要な資金として一人一律１０万円
を給付します。

「佐呂間高等学校入学者給付
金」制度

支援
２

授業で必要とする教科書を、町で購入し提供
します。

「佐呂間高等学校在校生対象
の教科書無償提供」制度

支援
４

▷模擬試験・資格取得検定受験料を全額補助
▷部活動遠征費補助
▷部活動等での全道・全国大会出場経費を補助
▷姉妹校交流派遣事業として、短期留学（ア
　ラスカ州パーマ市への２週間程度の派遣事
　業）希望者に対して渡航経費を補助

その他
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11
月
９
日
は
１
１
９
番
の
日
と
い
う
こ

と
で
、
１
１
９
番
通
報
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

１
１
９
番
通
報
を
佐
呂
間
町
内
か
ら
か

け
た
際
に
は
必
ず
遠
軽
町
の
消
防
署
に
あ

る「
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
」と
い
う
と
こ
ろ

に
繋
が
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
な

お
、
１
１
９
番
通
報
し
た
際
に
は
消
防
指

令
セ
ン
タ
ー
の
職
員
か
ら
次
の
よ
う
な
内

容
を
聞
か
れ
ま
す
の
で
、
そ
れ
に
答
え
て

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

１
１
９
番
通
報
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
災
害
出
動
ま
で

消消消
防防防Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

Topics

９月の出場状況（町内）
　火災出場　０件　　救急出場　　２３件
令和４年累計（町内）
　火災出場　３件　　救急出場　１６７件

問遠軽地区広域組合消防署
　佐呂間出張所
☎０１５８７・２・３６３７

１１月９日は「１１９番の日」

そ
の
１
!!　

災
害
の
種
類
。（
火
災
・
救
急
・

　
　
　
　
　

そ
れ
以
外
の
災
害
）

そ
の
２
!!　

住
所
を
市
町
村
名
か
ら
番
地

　
　
　
　
　

ま
で
正
確
に
、
わ
か
ら
な
け

　
　
　
　
　

れ
ば
目
標
と
な
る
も
の

そ
の
３
!!　

災
害
の
内
容（「
何
が
燃
え
て

　
　
　
　
　

い
る
」「
誰
が
ど
う
し
た
」か

　
　
　
　
　

を
伝
え
る
。）

そ
の
４
!!　

通
報
者
の
名
前
・
電
話
番
号

【
１
１
９
番
通
報
の
方
法
】

　

早
い
段
階
で
出
動
す
る
場
所
を
尋
ね
ら

れ
ま
す
。
場
所
が
確
定
し
た
時
点
で
救
急

車
や
消
防
車
に
指
令
を
出
し
、
す
ぐ
出
動

す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
た
め
で
す
。

　

通
報
す
る
機
会
は
な
い
ほ
う
が
い
い
で

す
が
、
も
し
通
報
す
る
場
合
に
は
焦
ら
ず

に
ま
ず「
１
１
９
番
」を
し
っ
か
り
押
す
よ

う
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

【
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
か
ら
の
お
願
い
】

◆
落
ち
着
い
て
質
問
に
答
え
る
こ
と
が
早

　

い
出
動
に
つ
な
が
り
ま
す
。
通
報
の
途

　

中
で
す
で
に
出
動
隊
は
出
動
準
備
を
し

　

て
い
ま
す
の
で
、
落
ち
着
い
た
回
答
の

　

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
直
接
出
張
所
等
に
通
報
す
る
と
、
内
容

　

を
確
認
し
て
か
ら
出
動
の
準
備
を
す
る

　

た
め
、
出
動
ま
で
の
時
間
が
か
か
っ
て

　

し
ま
い
ま
す
。
早
く
出
動
す
る
た
め
に

　

も
直
接
１
１
９
番
へ
通
報
し
て
く
だ
さ

　

い
。

◆
消
防
の
車
両
は
緊
急
走
行
は
赤
色
灯
の

　

点
灯
と
サ
イ
レ
ン
の
吹
鳴
が
義
務
付
け

　

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
さ
な
い
と
緊
急
走
行

　

は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
理
解
を
お
願

　

い
い
た
し
ま
す
。

◆
災
害
の
確
認
は

　
「
災
害
案
内
ダ
イ
ヤ
ル

　
　

☎
０
１
５
８
・
４
９
・
２
１
３
１
」

　

へ
お
か
け
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
暖
房
器
具
の

火
災
に
注
意
！

　

気
温
が
下
が
り
暖
房
器
具
を
使
用
す
る

頻
度
が
増
え
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
暖
房
器
具
に
よ
る
火
災
の
ほ
と
ん

ど
は
、
取
扱
い
や
管
理
上
の
不
注
意
に
よ

る
も
の
で
す
。
暖
房
器
具
に
よ
る
火
災
を

防
ぐ
た
め
に
は
、
ま
ず
、
こ
れ
ら
の
火
災

の
実
態
を
知
る
と
と
も
に
、
取
扱
説
明
書

な
ど
も
よ
く
読
み
、
器
具
の
正
し
い
取
扱

い
や
管
理
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま

た
、
暖
房
器
具
を
使
用
す
る
前
に
は
必
ず

点
検
し
て
か
ら
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

★
暖
房
器
具
を
安
全
に
使
う
ポ
イ
ン
ト

①
空
気
の
取
り
入
れ
口
な
ど
、
ス
ト
ー
ブ

　

に
ほ
こ
り
が
溜
ま
っ
て
い
な
い
か
を
確

　

認
し
ま
し
ょ
う
。

②
昨
シ
ー
ズ
ン
か
ら
残
っ
た
ま
ま
の
灯
油

　

の
使
用
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
灯

　

油
以
外
の
油
や
水
な
ど
が
混
入
し
た
灯

　

油
の
使
用
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

③
石
油
ス
ト
ー
ブ
に
灯
油
で
は
な
く
、　

　

誤
っ
て
ガ
ソ
リ
ン
を
給
油
す
る
と
火
災

　

の
原
因
に
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

④
暖
房
器
具
の
上
で
洗
濯
物
を
乾
か
す
の

　

は
や
め
ま
し
ょ
う
。
衣
類
が
落
ち
た
場

　

合
、
火
災
の
原
因
に
な
る
恐
れ
が
あ
り

　

ま
す
。

⑤
カ
ー
テ
ン
や
布
団
、
紙
類
等
燃
え
や
す

　

い
物
の
そ
ば
で
の
使
用
は
止
め
ま
し
ょ

　

う
。

⑥
石
油
ス
ト
ー
ブ
を
使
用
中
は
定
期
的
に

　

換
気
を
し
ま
し
ょ
う
。
フ
ィ
ル
タ
ー
な

　

ど
に
ほ
こ
り
が
溜
ま
っ
て
い
る
と
不
完

　

全
燃
焼
を
起
こ
し
て
一
酸
化
炭
素
な
ど

　

が
発
生
し
、
中
毒
に
な
る
恐
れ
が
あ
り

　

ま
す
。

⑦
給
油
は
火
を
消
し
て
か
ら
行
い
、
給
油

　

キ
ャ
ッ
プ
は
確
実
に
締
め
ま
し
ょ
う
。
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▶秋も深まり、気温も低くなってきましたね。かぼちゃの収穫が最盛期を迎え、ジャンボかぼちゃの運搬に汗
　をかく日々を過ごしていました。皆様も、季節の変わり目には体調管理にご注意ください。【住田】
▶秋の味覚を堪能する毎日です。畑や漁港、工場などを見学させていただいているから、なおさら美味しく感
　じるのかも！【鈴木】

ハロウィンかぼちゃ絵付け
　かぼちゃが小さいうちに、絵柄
のとおりに傷をつけておいたかぼ
ちゃ。傷の部分が盛り上がって立体
的なデザインができあがったところ
に、色をいれていきました。役場の
入り口、サロマ湖道の駅にあります
ので、ぜひ見てくださいね！

テレビ撮影
　オホーツクを紹介するテレビ
番組の収録がありました。
　出演者の方とかぼちゃを使っ
たお菓子を作ったり、ホタテの
貝殻にアート体験をしていただ
きました。
　テレビ撮影は初めての体験で
緊張しました！来年３月頃の放
映だそうです。

墨絵教室
　図書館で行われました佐呂間町出
身の現代墨絵作家の安保　真さんの
墨絵教室に参加しました。墨をにじ
ませて、陰影をつけていく技法を体
験させていただきました。おもしろ
い！ぜんぜん上手くいかないけど、
おもしろい！
　安保さんの作品は、私が持ってい
た墨絵の重量感のあるイメージとは
全く違う、キュートなデザインで
グッズもかわいいのです♪

　鮭をいただいたので、さばいてイクラを
作ってみました！すじこの薄皮を取り除く
のに、すごく時間がかかりましたが、最高
のいくらご飯と焼しゃけを食べることがで
きました！うれし！！

住
田
隊
員

鈴
木
隊
員

協力隊　鈴木のやったことない事
やってみるシリーズ！
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子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー『
あ
い
あ
い
』

☎
２
・
１
２
５
５

　

日
暮
れ
が
一
段
と
早
く
な
り
ま
し
た
。

秋
か
ら
冬
へ
と
季
節
の
移
り
変
わ
り
を
感

じ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
寒
く
な
る
一
方
で
す
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
加
え
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
感
染
も
心
配
さ
れ
る
時
期
に

な
り
ま
し
た
。
手
洗
い
や
規
則
正
し
い
生

活
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
で
予
防
に
心

が
け
て
元
気
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

子
育
て
自
由
相
談
日

▽
日
程
：
11
月
10
日（
木
）10
時
～
11
時
半

　

今
月
は
助
産
師
が
来
所
し
ま
す
。
子
ど

も
の
成
長
発
育
に
つ
い
て
、
授
乳
卒
乳
の

相
談
や
お
母
さ
ん
自
身
の
産
前
産
後
の
体

調
等
、
育
児
全
般
の
相
談
が
で
き
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
こ
の
日
は
自
由
開
放
日
で
す
。

相
談
の
な
い
方
も
遊
び
に
来
て
く
だ
さ

い
。

▽
日
程
：
11
月
16
日（
水
）10
時
半
～
11
時
半

▽
申
込
期
限
：
11
月
14
日（
月
）

　

２
歳
児
以
上
の
親
子
を
対
象
に
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
の
山
崎
亜
弥
さ
ん
に
よ
る

『
親
子
ふ
れ
あ
い
体
操
』を
行
い
ま
す
。
親

子
で
一
緒
に
体
を
動
か
し
、
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

　

対
象
者
に
は
案
内
ハ
ガ
キ
を
送
付
し
ま

す
。

　

11
月
28
日（
月
）は
保
育
所
休
所
の

た
め
、
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
の『
あ

そ
び
の
広
場（
０
・
１
歳
児
ク
ラ
ス
）』

午
後
か
ら
の『
自
由
開
放
』は
お
休
み

に
な
り
ま
す
。

休
所
の
お
知
ら
せ

12
月
の
事
業
紹
介

お
話
あ
い
あ
い

☆
赤
ち
ゃ
ん
相
談

▽
日
程
：
12
月
１
日（
木
）10
時
～
11
時
半

　

保
健
師
・
栄
養
士
・
歯
科
衛
生
士
が
来

所
し
、
お
子
さ
ん
の
成
長
や
発
育
、
離
乳

食
や
食
事
面
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。ま
た
、

こ
の
機
会
に
歯
に
つ
い
て
の
相
談
を
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

身
長
体
重
の
計
測
も
で
き
ま
す
の
で
、

計
測
さ
れ
る
方
は
母
子
手
帳
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
支
援
セ
ン
タ
ー
は
自
由

開
放
日
で
す
。
相
談
・
計
測
の
な
い
方
も

遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

☆
あ
い
あ
い
ら
ん
ど

▽
日
程
：
12
月
21
日（
水
）10
時
半
～
11
時
半

▽
場
所
：
町
民
セ
ン
タ
ー

▽
申
込
期
限
：
12
月
13
日（
火
）

　

ク
リ
ス
マ
ス
会
を
行
い
ま
す
。
み
ん
な

で
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。
今
年
も
サ

ン
タ
さ
ん
は
来
て
く
れ
る
か
な
？

　

案
内
は
が
き
の
送
付
は
行
っ
て
い
ま
せ

ん
。
忘
れ
ず
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

親
子
で
運
動
会
を

　
　

楽
し
み
ま
し
た
！

　

10
月
12
日（
水
）『
あ
い
あ
い
ら

ん
ど
』で
親
子
ミ
ニ
運
動
会
を
行

い
ま
し
た
。

　

町
民
セ
ン
タ
ー
２
階
で
の
実
施

の
た
め
少
し
狭
か
っ
た
の
で
す
が
、

１
歳
以
上
の
12
組
の
親
子
が
参
加

し
、「
徒
競
走
」、「
玉
入
れ
」、「
大
玉

こ
ろ
が
し
」他
３
種
類
の
ゲ
ー
ム

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

み
ん
な
元
気
に
参
加
し
、
笑
顔

が
た
く
さ
ん
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

佐
呂
間
町
の
子
育
て
支
援
事
業
は
、
保
健
福
祉
課
内
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
・

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
が
連
携
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
に
関
す
る
事
業
は
、
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
に
記
載
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
佐
呂

間
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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◆令和４年交通事故発生状況（9月31日現在）
　発生　２件（±０件）　死亡　０人（±０人）
　傷者　２人（－３人）　（　）内は前年同月比
　発生件数は人身事故の件数
◆交通死亡事故ゼロ運動（10月21日現在）1747日

◆飲酒運転は、悪質で重大な犯罪です。二日酔い運転を含め、飲酒運転は絶対にやめましょう。
◆飲酒場所に車で行かないことや、帰宅手段の確認など、飲酒運転をさせないため声を掛け合いましょう。
◆飲酒運転を根絶するための社会環境づくりに努めましょう。

「 飲酒運転をしない、させない、許さない 」

飲酒運転の根絶

子供・高齢者を始めとする
歩行者の安全確保

◆運転者は、子供の飛び出しや高齢者の道路
　横断に対応できる安全な速度で運転しま
　しょう。
◆歩行者は、外出するときは明るい服装を心
　掛け、反射材用品等を身に付けましょう。
　また、道路を横断するときは、横断歩道や
　信号機のある交差点を横断しましょう。
◆運転者は横断歩道における歩行者優先の
　ルールを徹底しましょう。

冬 の 交 通 安 全 運 動 の 重 点 項 目

　飲酒運転根絶のため、自動車で仲間と飲食店などへ行く場合に、お酒を飲まない人（ハン
ドルキーパー）を決め、その人が仲間を自宅まで送り届けましょう。

ハンドルキーパー運動を推進しましょう !!

◆早朝、夜間は路面凍結のおそれがあるため、
　早めにスタッドレスタイヤに交換し、スピー
　ドを抑えた安全運転を心掛けましょう。
◆運転感覚を、「夏道」から「冬道」に切り替え
　て、早めのブレーキを心掛け、スリップを
　防止しましょう。
◆後部座席を含め、全員がシートベルト・チャ
　イルドシートを正しく装着しているか確認
　しましょう。

スリップ事故防止と
全席シートベル着用

町内で交通事故が増加しています。
路面が滑りやすい時期になります。
今一度、安全運転意識の確認を！
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こ
ど
も
が
か
か
り
や
す
い
病
気
の
予
防
・
ホ
ー
ム
ケ
ア
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行

が
継
続
し
て
い
る
中
、
寒
く
な
り

他
の
病
気
に
も
注
意
が
必
要
な
時

期
に
な
り
ま
し
た
。
特
に
お
子
さ

ん
の
体
調
は
保
護
者
の
皆
さ
ん
に

と
っ
て
心
配
が
尽
き
な
い
と
思
い

ま
す
。

　

今
回
は
乳
幼
児
期
に
か
か
り
や

す
い
病
気
と
そ
の
予
防
、
ホ
ー
ム

ケ
ア
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

　

こ
ど
も
が
病
気
や
怪
我
を
し
た

と
き
に
家
庭
で
行
う
観
察
も
含
め

た
対
処
方
法
の
こ
と
を
言
い
ま

す
。

保
健
福
祉
課
保
健
推
進
係　

☎
２
・
１
２
１
２

ホ
ー
ム
ケ
ア
と
は
？

と
の
相
談
が
必
要
で
す
。

【
ウ
イ
ル
ス
性
胃
腸
炎
】

ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
お
こ
る
急
性
の
胃

腸
炎
。「
お
な
か
の
か
ぜ
」
と
言
わ
れ
る
。

症
状
と
し
て
は
、
急
激
な
嘔
吐
や
下
痢
、

発
熱
。
と
く
に
便
は
水
っ
ぽ
く
１
日
に

１
０
回
以
上
出
る
こ
と
も
あ
る
。
食
欲
も

落
ち
る
こ
と
が
多
い
。

◆
ホ
ー
ム
ケ
ア

嘔
吐
が
ひ
ど
い
場
合
は
落
ち
着
く
ま
で
飲

食
を
控
え
ま
し
ょ
う
。落
ち
着
い
て
か
ら
、

水
分
と
電
解
質
の
補
給
の
た
め
に
ベ
ビ
ー

用
の
イ
オ
ン
飲
料
や
経
口
補
水
液
を
与
え

ま
し
ょ
う
。

【
中
耳
炎
】

鼓
膜
の
内
側
の
中
耳
が
炎
症
を
起
こ
す
病

気
。
風
邪
を
ひ
い
て
の
ど
や
鼻
の
粘
膜
が

弱
っ
た
時
に
病
原
体
が
の
ど
と
耳
を
つ
な

ぐ
耳
管
と
言
う
管
を
通
っ
て
侵
入
す
る
こ

と
で
発
症
す
る
。

た
い
て
い
熱
が
出
て
、
炎
症
が
進
む
と
中

耳
に
膿
が
溜
ま
っ
て
鼓
膜
が
腫
れ
る
。
膿

が
鼓
膜
を
圧
迫
す
る
と
、
痛
み
が
起
こ
る

た
め
お
子
さ
ん
の
機
嫌
が
悪
く
な
る
こ
と

が
多
い
。
中
耳
に
溜
ま
っ
た
膿
が
耳
垂
れ

と
し
て
出
て
く
る
こ
と
も
あ
る
。

◆
ホ
ー
ム
ケ
ア

鼻
水
が
出
て
い
る
時
は
こ
ま
め
に
吸
い
取

り
、
耳
だ
れ
が
あ
る
場
合
は
奥
ま
で
触
ら

ず
外
に
出
て
き
た
も
の
の
み
を
拭
き
と
り

ま
し
ょ
う
。
鼻
水
が
吸
い
取
り
切
れ
な
い

時
は
受
診
を
し
ま
し
ょ
う
。
治
療
と
し
て

は
、
抗
菌
薬
を
し
っ
か
り
治
る
ま
で
使
用

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

【
便
秘
】	

何
ら
か
の
原
因
で
便
が
出
な
い
状
態
が
続

き
、
直
腸
に
溜
ま
っ
て
膨
ら
み
、
新
し
い

便
が
下
り
て
き
て
も
出
に
く
く
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
状
態
。
目
安
と
し
て
は
３
日

出
な
か
っ
た
ら
早
め
に
便
を
出
し
て
あ
げ

る
必
要
が
あ
る
。

◆
ホ
ー
ム
ケ
ア

便
秘
解
消
の
３
ス
テ
ッ
プ
①
毎
日
の
生
活

習
慣
を
見
直
す
。（
食
べ
物
、
運
動
、
マ
ッ

サ
ー
ジ
）
②
綿
棒
浣
腸
で
肛
門
を
刺
激
し

て
み
る
。
③
そ
れ
で
も
出
な
い
時
は
小
児

科
を
受
診
す
る
。
便
秘
が
長
引
く
ほ
ど
治

療
に
時
間
が
か
か
る
た
め
、
早
め
に
解
消

し
て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

【
風
邪
】　

病
原
体
が
鼻
か
ら
の
ど
に
か
け
て
の
上
気

道
に
感
染
し
て
急
性
の
炎
症
を
起
こ
す
病

気
全
般
の
こ
と
。
症
状
は
ウ
イ
ル
ス
や
炎

症
が
起
き
た
場
所
に
よ
っ
て
違
い
、
く

し
ゃ
み
、
鼻
水
、
咳
、
の
ど
の
痛
み
な
ど
。

冬
だ
け
で
は
な
く
、
夏
に
流
行
し
や
す
い

風
邪
も
あ
る
。

◆
ホ
ー
ム
ケ
ア

最
も
大
切
な
の
は
、
安
静
に
し
て
体
を
十

分
に
休
め
る
こ
と
。
発
熱
し
て
い
る
と
き

は
、こ
ま
め
な
水
分
補
給
を
し
ま
し
ょ
う
。

症
状
が
強
い
場
合
は
、
小
児
科
を
受
診
し

症
状
に
合
っ
た
お
薬
を
し
っ
か
り
治
る
ま

で
飲
み
ま
し
ょ
う
。

【
季
節
性
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
】

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る

こ
と
で
か
か
る
。
普
通
の
風
邪
と
似
て
い

る
が
、
感
染
力
が
強
く
免
疫
が
未
熟
な
お

子
さ
ん
で
は
重
症
化
し
た
り
、
合
併
症
を

お
こ
す
こ
と
が
あ
る
た
め
注
意
が
必
要
。

◆
ホ
ー
ム
ケ
ア

風
邪
と
同
じ
く
、
安
静
と
こ
ま
め
な
水
分

補
給
が
大
切
。
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
も
あ
り
ま

す
が
、
年
齢
が
小
さ
い
お
子
さ
ん
は
医
師

こども時代にかかりやすい５大トラブル
「はじめてママ＆パパの病気とホームケア」主婦の友社より
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子
育
て
の
壁　

～
そ
の
一
～

【
お
母
さ
ん
の
気
持
ち
】

　

３
歳
児
健
診
で
行
っ
て
い
る
ア
ン
ケ
ー

ト
で「
か
か
り
つ
け
医
は
い
ま
す
か
？
」

と
い
う
質
問
に
対
し
、「
は
い
」64
．０
％
、

「
い
い
え
」８
．０
％
、「
な
ん
と
も
い
え
な
い
」

28
．０
％
と
い
う
結
果
で
し
た
。（
２
０
２
１

年
度
乳
幼
児
健
診
情
報
シ
ス
テ
ム
よ
り
）

か
か
り
つ
け
医
が
い
る
と
、
何
か
あ
っ
た

時
に
相
談
で
き
る
こ
と
と
、
今
ま
で
の
成

長
過
程
や
罹
患
し
た
病
気
な
ど
を
把
握
し

て
も
ら
っ
て
い
る
の
で
安
心
で
す
。

･

周
り
の
大
人
が
、
手
洗
い
や
う
が
い
、		

　

手
指
消
毒
な
ど
の
感
染
症
対
策
を
し
っ

　

か
り
行
う
。

・
規
則
正
し
い
生
活
リ
ズ
ム
、
食
事
を										

　

し
っ
か
り
と
る
。

　

乳
児
や
幼
児
は
自
分
の
体
調
不
良
に
つ

い
て
言
葉
に
で
き
ま
せ
ん
。
周
囲
の
大
人

が
普
段
の
様
子
を
よ
く
観
察
し
、「
い
つ

も
と
違
う
」
様
子
を
見
逃
さ
な
い
よ
う
、

ホ
ー
ム
ケ
ア
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。
空

気
が
乾
燥
し
て
雪
も
降
っ
て
く
る
こ
れ
か

ら
の
季
節
、
家
族
全
員
で
生
活
リ
ズ
ム
を

整
え
元
気
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
！

　

普
段
の
様
子
を
よ
く
観
察
し
、「
い
つ
も

と
違
う
」様
子
を
見
逃
さ
ず
、
月
齢
、
年

齢
に
応
じ
て
適
切
に
受
診
を
行
う
こ
と
が

大
切
で
す
。
は
じ
め
て
の
け
い
れ
ん
や
高

熱
を
伴
う
け
い
れ
ん
、
何
度
も
繰
り
返
す

け
い
れ
ん
は
す
ぐ
に
受
診
を
し
ま
し
ょ

う
。

　

佐
呂
間
町
で
は
、
新
生
児
訪
問
時
に

「
こ
ど
も
の
急
病
」と
い
う
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
配
布
し
て
い
ま
す
。「
す
ぐ
に
病
院
へ
か

か
っ
た
方
が
よ
い
時
」を
判
断
す
る
症
状

が
そ
ち
ら
に
の
っ
て
い
ま
す
の
で
参
考
に

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

夜
間
や
早
朝
で
病
院
が
や
っ
て
い
な
い

時
や
病
院
受
診
を
し
た
方
が
よ
い
か
迷
う

時
は
小
児
救
急
相
談
＃
８
０
０
０
を
活
用

し
ま
し
ょ
う
。

「
こ
ど
も
の
救
急
」ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト　

基
本
的
な
予
防
と
感
染
対
策

病
院
受
診
の
目
安

　

こ
ど
も
に
マ
ス
ク
を
つ
け
さ
せ
た

　

方
が
い
い
の
？

　

嫌
が
る
な
ら
無
理
に
さ
せ
な
く
て

　

も
大
丈
夫
で
す
。
家
族
が
感
染
症

　

に
か
か
っ
て
い
る
場
合
は
、か
か
っ

　

て
い
る
人
が
マ
ス
ク
を
し
て
飛
沫

　

を
飛
ば
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

　

う
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行

　

中
の
現
在
も
、
２
歳
未
満
の
こ
ど

　

も
に
つ
い
て
は
マ
ス
ク
の
着
用
は

　

推
奨
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

マ
マ
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
コ
ロ

　

ナ
に
か
か
っ
た
ら
、
母
乳
は
与
え

　

な
い
ほ
う
が
い
い
の
？

　

母
乳
を
通
じ
て
感
染
す
る
こ
と
は

　

な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
マ

　

マ
が
マ
ス
ク
を
し
て
、
手
を
し
っ

　

か
り
洗
っ
て
か
ら
授
乳
し
ま
し
ょ

　

う
。
心
配
な
時
は
、
搾
乳
し
て
哺

　

乳
瓶
で
他
の
人
に
与
え
て
も
ら
う

　

な
ど
の
工
夫
も
で
き
ま
す
。

　

お
っ
ぱ
い
や
ミ
ル
ク
し
か
飲
ん
で

　

な
い
の
に
、「
便
秘
」と
い
う
の
？

　

お
子
さ
ん
の
う
ん
ち
に
は
母
乳
や

　

ミ
ル
ク
の
脂
肪
分
の
カ
ス
、
腸
の

　

分
泌
物
な
ど
固
形
物
以
外
も
含
ま

　

れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
液
体
し
か

　

飲
ん
で
い
な
く
て
も
便
秘
に
な
り

　

ま
す
。

ＱＡ

ＱＡ

ＱＡ
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